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教員詳細情報                             九州看護福祉大学 

氏名 阿部 敦（ABE Atsushi） 

メールアドレス  white-september●asagi.waseda.jp （●を@に変更して下さい） 

役職・職名  教授 （社会福祉学科長 兼 大学院精神保健学専攻長） 

所属 看護福祉学部 社会福祉学科 / 看護福祉学研究科 精神保健学専攻 

 

 

略歴 

 

 

2003 年 3 月   金沢大学大学院 社会環境科学研究科 博士後期課程 修了 

        博士（社会環境科学）（金沢大学） 

2003 年 4 月   神戸国際大学 経済学部 専任講師 （その後, 4 大学 5 学部および 2 大学院 

研究科で, 専任講師, 准教授, 教授として在職） 

2019 年 3 月  論文博士制度による 2 つ目の学位取得.  博士（社会福祉学）（佛教大学） 

2019 年 4 月   九州看護福祉大学大学院 看護福祉学研究科 精神保健学専攻長／教授 

2020 年 4 月   九州看護福祉大学 看護福祉学部 社会福祉学科長／教授 

取得学位 

専門領域における主たる学位は, 次のとおり. 

学士（人間科学）   （早稲田大学） 

博士（社会環境科学）（金沢大学） 

博士（社会福祉学） （佛教大学） 

担当科目 

 

学部担当科目  （2019 年 4 月～）：社会保障論-Ⅰ, 社会保障論-Ⅱ, 基礎演習 

大学院担当科目（2019 年 4 月～）：社会精神保健学特論, 同演習, 同研究 

専門分野 社会保障領域をベースにした分野横断型研究 

所属学会 社会政策学会, 日本社会保障法学会, 医療・福祉問題研究会（一部のみ表記）. 

研究テーマ  社会保障教育政策, 人々が抱く社会保障観の把握, 介護福祉士養成テキストの分析 

 

 

 

教育研究業績 

（著書・ 

学術論文等） 

 

 

 

【刊行業績】＊2015 年 10 月以降の業績から一部抜粋 

 

〔著書：単著のみ掲載〕 

『日本の若者たちは社会保障をどう見ているのか』関西学院大学出版会, 2019 年 9 月. 

『「新しい社会保障教育」政策と地域共生社会』関西学院大学出版会, 2018 年 7 月.  

『増補版 社会保障抑制下の国家・市民社会形成――社会保障・社会福祉教育の展開と 

市民社会の弱体化』金沢電子出版株式会社, 2018 年 1 月. 

 

〔査読論文,非査読論文,総説等：単著のみ掲載〕 

・「わが国の社会保障をとりまく識者らの見解――改善策の相違が生み出す対立構造」 

『九州ジャーナル オブ ソーシャルワーク』（3）九州ソーシャルワーク学会,  

2020 年 8 月（刊行予定）. 

・「わが国の若年層が抱く『社会保障観』における性差」 

『人間福祉研究』18（2）人間福祉学会, 2019 年 3 月. 

・「わが国における社会保障政策の有効度合い――安倍『社会保障改革』を 

射程に入れて」『福祉と看護の研究誌』（5）愛知高齢者福祉研究会, 2018 年 12 月. 

 

 



2020年 4月 1日現在 

・「福祉系大学生と福祉系専門学校生の抱く『社会保障観』 

――教育機関の差異は,学生の『社会保障観』に影響を与えるのか」 

『福祉研究』（112）日本福祉大学社会福祉学会, 2018 年 3 月. 

・「現役大学生の有する『社会保障観』への接近――因子分析 , クラスター分析, ｔ検定,    

相関比を用いて」『社会福祉科学研究』（6）社会福祉科学研究所, 2017 年 8 月. 

・「わが国の若年層が有する『社会保障観』の現状と未来――『損得勘定的』社会保障観の

克服に向けて」『医療・福祉研究』（26）医療・福祉問題研究会, 2017 年 3 月. 

・「平成 27 年度版高等学校公民科（現代社会）における社会保障の描かれ方 

――『社会保障の教育推進に関する検討会報告書』との比較」 

『社会福祉科学研究』（5）社会福祉科学研究所, 2016 年 7 月. 

・「中学・高校生を対象にした社会保障教育政策――『社会保障の教育推進に関する検討会

報告書』の観点から」『地域福祉サイエンス』（2）地域福祉総合研究センター, 2015

年 10 月. 

 

〔参考〕なお,下の Michael Lavalette（編集）Radical social work today : Social work 

at the crossroads（Policy Press）の翻訳書（共訳）が近刊予定である. 

 

 

 

〔その他〕 

・科研費（2015 年採択）：基盤研究 (C) 研究代表 

「新しい社会保障教育――高等学校検定教科書にみられる社会保障の描かれ方」 

・科研費（2014 年採択）：基盤研究 (C) 分担研究 

「医療から福祉へと繋ぐ『がん末期包括ケアシステム』のモデル構築」 

・科研費（2011 年採択）：基盤研究 (C) 分担研究 

「平和博物館の国際ネットワーキング促進に関する応用研究」 

 

社会活動・貢献 2020 年 4 月 1 日時点での特記事項なし 

 


